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第１章 大気汚染と健康被害
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徳島県の大気汚染状況（ＮＯ
ｘ）
自動車排出ガス測定局は１ヶ所（徳島合同庁舎）

一般環境大気測定局は９４年以降は１８ヶ所



徳島県の大気汚染状況（ＳＰ
Ｍ）
自動車排出ガス測定局は１ヶ所（徳島合同庁舎）

一般環境大気測定局は９４年以降は１８ヶ所
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徳島県の大気汚染測定結果から

窒素酸化物（ＮＯ２）

首都圏や近畿圏などと比べると測定値は低く、全
測定局で環境基準を下回っている。

しかし、全体的な傾向としては、徐々に増加の傾
向にあり、工場排ガスの改善が進んでいることを
考えると原因としては自動車の増加が主な原因と
考えられる。

浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）

ＳＰＭは２２局中２０局が達成。自動車、特に
ディーゼルの増加と共に増える傾向が見える。



自動車（特にディーゼル車）の排ガスに

含まれるものは？

黒煙・浮遊粒子状物質・ダイオキシン・その他未規制物質多数
ホルムアルデヒド・アルデヒド類・アクロレイン・悪臭

窒素酸化物・一酸化炭素・・



肺の奥に吸入される

ＳＰＭ（浮遊粒子状物質）
川
崎
市
公
害
研
究
所

Ｓ
Ｐ
Ｍ
の
測
定

ＤＥＰ

〔ディーゼル排ガス粒子〕

ＳＰＭの主成分

白い濾（ろ）紙が真っ黒に



交通事故

排出ガス

騒音・振動

土埃・粉塵・タイヤ紛・ブレーキ紛など

自動車の害とは？



ＮＯ２

二酸化窒素

ＳＰＭ

浮遊粒子状物質

ＤＥＰ

ディーゼル排気微粒子

ＳＰＭ：１０μ以下の空気中に浮遊している物質

ＤＥＰ：ディーゼルエンジンから排気されるＳＰＭ



全国的に小学生に

ぜん息が急増
「ダニ、花粉などアレルギー
を引き起こす物質の増加に加
え、様々な要因が複合的に影
響しているのではないか？」
と文部省学校健康教育課はコ
メントしている。

しかし、東京・横浜・川崎
など自動車排ガス公害地域に
おいては、１クラスに５～６
人が珍しくないと言われてお
り、深刻な車公害による大気
汚染が原因と指摘される。



年々増加する

川崎市のぜん息患者〔川崎市医師会調べ〕
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大気汚染物質で健康被
害をもたらすもの？ デ

ィ
ー
ゼ
ル
排
ガ
ス
が

環
境
ホ
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ン
と
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作
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？
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へ
の
影
響



気管支炎 喘  息

アトピー

肺ガン 精子減少

奇形

大気汚染が原因とされる発症は？

特に最近の研究では、アレルギー、ガンなどの疾患増
加と環境ホルモン（内分泌撹乱物質）による影響が心配
されている



第２章 生協の車両低害化への挑戦

とくしま生活協同組合



コープ支所

配送センターは自動車排ガス

の溜まり場です

職場の環境改善から地域の改善へ排出ガス

車両の低害化を追求する



どうしたら、良いのか？

減らすべきは何か？

解決すべきは何か？

トラックの使用をやめることはできるか？

事業のツール〔道具〕であり、やめられない。

車両の低害化を追求する

健康被害か？地球温暖化か？
窒素酸化物（ＮＯＸ）か？
浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）か？
ハイドロカーボン（ＨＣ）か？
炭酸ガス（ＣＯ２）か？
騒音・振動か？
交通事故か？



ＬＰＧ自動車を選択した理由

完全燃焼で
黒煙・ＳＰＭ
が出ません！！

悪臭
がありません

不充分ですが、

全国１９００ヶ所のスタンドがあります。

コストは

一番ディーゼル車に近い

車両の低害化を追求する



ガソリン燃料とＨＣに含まれる

ベンゼン（白血病などの発がん誘因物質）

を含みません

炭酸ガスの発生は、

ディーゼルやガソリン車
よりも少ない車です

ＬＰＧ自動車を選択した理由

車両の低害化を追求する
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ディーゼル

ＬＰＧ

ＬＰガストラックへ転換

９１年以来ＬＰＧの導入を進めてきた

１９９８年に６台をディーゼルから転換



最後に

今回の取組みは、現在のとくしま生協の到達点です。

環境への取組みは始まったばかりです。

私たちのささやかな一歩、しかし、確実な一歩を今後も
しっかりと踏まえていきたいと思います。

多くの組合員さんに支えられる力強い生協を共に築いて
いきたいと思います。

今後とも一層のご協力をお願い申し上げます。
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